出勤時

出勤簿に押印（三文判○、シャチハタ×）

※時間などは記入しなくて良い。

※不明なら事務の方が説明してくれます。

退出時

事務員さんに退出の旨を伝える。

↓

事務員さんが業務日誌に時間を記入し計算してくれます。

初回勤務時

《提出書類》

· 給与等口座振り込み申込書

· 通帳コピー

· 薬剤師免許証コピー

　　　（未提出の方のみ）

※管理薬剤師は東部保健所へ

『管理者兼務の適用願い』の提出も必要
発注・補充

★基本⇒夜間救急委員が行います。

★予想以上に多く処方され在庫減少
⇒事務の方に伝えて事務の方が発注
　※薬局の方の日報に発注した旨を記入する。

★在庫不足が発生⇒在庫の範囲内で処方。日誌に内容を記載してください。
注射薬⇒看護師さんが発注します。

薬品の備蓄　①

棚の配列は右上から下にアイウエオ順

※普通薬、劇薬、外用に別れています。

※外箱は捨てない（期限が不明にならないよう）

★棚に箱があるもの（赤いシール貼付）

⇒在庫は棚にあるだけです。

★棚に箱が無いもの

⇒調剤台の下部に在庫があります。

※タミフルの異常行動の指導せんは薬棚内にあります。　

薬品の備蓄　②

吸入薬は調剤台の一番上の

引き出しにまとめています。


インタール吸入液（１本＝２ｍｌ）

メプチンエアー吸入１０μｇ１００回

メプチン吸入液ユニット０．３ｍｌ

ムコフィリン吸入液

シムビコートタービュヘイラー６０吸入

リレンザ５ｍｇ＋デモンストレーションキット

（下部にも在庫あり）

イナビル吸入２０ｍｇ＋デモンストレーションキット

薬品の備蓄　③

二番目の引き出し・・・イソジンガーグル

冷蔵庫保管薬（診察室の裏手）

　２５ｍｇボルタレンサポ

　５０ｍｇボルタレンサポ

　１００ｍｇアンヒバ坐薬

　２００ｍｇアンヒバ坐薬

グリセリン浣腸は処置室にあります。

日　報

★日報・処方箋（コピー）をファイリングしてください。

★要望などあれば記載してください。

★過去の処方例・疑義紹介などが分かり

ます。内容確認して下さい。

· 添付文書集は薬品リスト順です。

常用量・禁忌一覧を整備しています。

　調剤の流れ

受付・問診（事務員）
　 
診察

処方発行　（看護師がカルテ・処方箋・問診票・お薬手帳

を事務に持って来る。）

処方せんをコピーする。
　　 ★処方箋原本⇒調剤済の印を右下に押印し事務に渡す。

　コピーした処方せんで調剤⇒投薬⇒日報にファイル
事務が入力・計算が終わったら問診表・カルテを薬局に回してくれます。

病名・禁忌薬などを確認したらカルテは事務に返してください。

※投薬は短めに！　※インフルエンザ患者は隔離室で投薬。

お薬手帳

手帳は内容を手書きで記入。

“尾道市立夜間救急診療所”の印鑑あり

（調剤棚の一番下にあります）

・Ｄｒ名は手書き

・薬剤師・印鑑は不要

薬袋

・薬袋は手書きで記入

・薬袋の右下に投薬者の押印

Drug Information関連

★コピー機奥横のパソコンでネット検索できます。

★デスクトップのお気に入りホルダー内

· お薬１１０番

· 処方略語集

· 添付文書情報メニュー

· 併用薬禁忌　など

緊急連絡先（2021.1改）　

夜間救急委員長　岡田啓司　　090-4804-4084
　　　　　　　　平井貴久美　090-1681-5104
尾道市民病院　　薬剤部　　　0848-47-1155

夜間救急診療所
薬局マニュアル
尾道薬剤師会
外来でも使います。


必要時に看護師さんが取りに来られます。








